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ＭＨＩ／ＪＡＸＡは、平成１９年９月１４日(金)１０時３１分０１秒(日本
標準時) 、種子島宇宙センター吉信射点から、 H-ⅡAロケット
１３号機を打ち上げた。

H-ⅡAロケット１３号機は予定されていた飛行経路を順調に飛行
し、リフトオフから４５分３４秒後に月周回衛星「かぐや」(SELENE)
を所定の軌道に投入した。

今回は、民間移管後初めての打上げ
であったが、ＭＨＩ／ＪＡＸＡがそれぞれ
の役割分担のもと連携し、確実な打上
げを実施した。

なお、打上げを９月１３日（木）に予定し
ていたが、天候不良により、打上げを
１日延期した。

１．打上げ結果概要
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リフトオフ

SSB分離

SRB-A分離

衛星フェアリング分離

第１段主エンジン燃焼停止

第１段・第２段分離

第２段エンジン第１回始動／停止

第２段エンジン第２回始動／停止

ＳＥＬＥＮＥ分離

２．打上げシーケンス及び飛行経路（計画および実績）
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第2段ｴﾝ ｼ゙ ﾝ
第 2回始動 (SE IG 2)

第 2段ｴﾝｼﾞﾝ
第 2回燃焼停止 (SECO2)

SELENE分離

第2段ｴﾝｼﾞﾝ
第 1回燃焼停止(SECO1)

主ｴﾝｼ ﾞﾝ燃焼終了
(MECO)

飛行経路(計画)

衛星(SELENE)分離

第2段ｴ ﾝｼ ﾞﾝ
第 2回燃 焼停 止

第2段ｴﾝｼﾞﾝ
第2回推力立ち上がり

第2段ｴﾝｼﾞﾝ
第1回燃焼停止

第1段主ｴﾝｼﾞﾝ
燃焼停止

衛星ﾌｪｱﾘﾝｸﾞ分離

1. リフトオフ 0 分 0 秒 0 分 0 秒

2. 固体補助ロケット(SSB) 点火 0 分 10 秒 0 分 10 秒

3. 固体補助ロケット(SSB) 分離 1 分 30 秒 1 分 30 秒

4. 固体ロケット･ブースタ(SRB-A) 燃焼終了 1 分 55 秒 1 分 58 秒

5. 固体ロケット･ブースタ(SRB-A) 分離 2 分 6 秒 2 分 6 秒

6. 衛星フェアリング 分離 4 分 26 秒 4 分 29 秒

7. 第1段 主エンジン 燃焼停止 6 分 40 秒 6 分 42 秒

8. 第1段、第2段 分離 6 分 48 秒 6 分 51 秒

9. 第2段エンジン　第1回推力立ち上がり 6 分 58 秒 7 分 0 秒

10. 第2段エンジン　第1回燃焼停止 12 分 10 秒 12 分 14 秒

11. 第2段エンジン　第2回推力立ち上がり 40 分 38 秒 40 分 41 秒

12. 第2段エンジン　第2回燃焼停止 44 分 2 秒 44 分 4 秒

13. 衛星分離 45 分 32 秒 45 分 34 秒

＊） 計画値：実測データ等に基づく予測値

実績値：打上げ後のデータ評価を反映した値

H-IIA ロケット 13号機　打上げシーケンス

イベント
経過時間

(実績値*)
経過時間
(計画値*)

月周回衛星(ＳＥＬＥＮＥ)軌道投入結果

計画値 フライト結果 誤差

遠地点高度（ｋｍ） 232073 232960 887 （＋0.75σ）

近地点高度（ｋｍ） 281.43 281.55 0.13 （＋0.06σ）

軌道傾斜角（ｄｅｇ） 29.936 29.932 -0.004 （－0.79σ）

　　（注）　フライト結果：衛星(SELENE)の追跡データにより決定された軌道


